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１．概要 

開催期間：2022 年 2 月 21 日(月)～2 月 24 日(木) 

開催場所：現地(イギリス,ロンドン)とオンライン(Zoom)のハイブリッド開催 

 ICICT は、研究者、学者、業界関係者、学生が情報通信技術の現在の傾向と戦略に関する

アイデア、経験、専門知識を交換する機会を提供することを目的としている。 

ICICT は 2016 年に初めて開催されて以降、毎年 2 月にロンドンで開催されていた。 

しかし、新型コロナウイルスの影響で 2021 年は Zoom でのオンライン開催となった。 

2022 年は現地とオンラインのハイブリッド開催となった。 

 

2．発表形式 

Zoom 上での発表 

(一部ビデオプレゼンテーション有) 

 

・発表時間 

プレゼンテーション : 12 分 

質疑応答 : 3 分 

 

論文提出期限 2022 年 1 月 12 日  発表登録期限 2022 年 1 月 28 日 

採択通知 2022 年 1 月 21 日  会議開催期間 2 月 21 日～2 月 24 日 



発表タイトル： 

Current-Driven IGBT Gate Driver Circuit Considering Four Operation Regions  

Souma Yamamoto, Yudai Abe, Akio Iwabuchi, Jun-ichi Matsuda, Anna Kuwana,  

Haoyang Du, Takafumi Kamio, Takashi Hosono, Shogo Katayama, Haruo Kobayashi 

3．感想 

私は今回、グリニッジ標準時で 2 月 24 日（木）10 時 46 分～11 時 00 分(日本標準時で 

2 月 24 日（木）19 時 46 分～20 時 00 分)

の 15 分間で発表した。今学会に採択 

された論文は 15 ページのものであり、 

これまで私が第一著者として採択された

論文の中で最も内容と文章量が多かった。

そのため、プレゼンテーション時間 12 分

は短く感じたが、要点はうまく伝えられ

たと思う。先生方やサンケン電気の方々

から頂いたコメントを参考に、修士課程

修了までに研究内容をまとめていきたい。 

4．謝辞  

今学会発表のため論文・プレゼンテーション作成のご指導を頂いた小林春夫先生、学会参加

を支援して頂いた桑名杏奈先生、研究を指導して頂いたサンケン電気の皆さま、客員教授の

松田順一先生、ICICT 2022 の開催を支えてくださった皆さまに深く感謝を申し上げます。 

 

 



 

 

学会 HP : https://icict.co.uk/home.php 


